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目的

肝炎対策基本指針において、肝炎についての正しい知識を普及し、これにより肝炎

患者等に関わる者が肝炎患者に対して適切な対応を行うことができるようにすること

が必要であるとされている。

これまで政策研究で実施された肝炎患者に対する偏見や差別に関する調査において、

その実態が纏められ示されているが、それらをどのように伝え、偏見や差別を解消す

るための方策につなげていくかについては十分な検討がなされていない。

偏見や差別の解消のために、既存の方法に加え、ソーシャルメディア等を活用した

方策の有効性を検討する。特に、肝炎患者と関わることが多い医療機関等においての

啓発や、高校生等の若年層への啓発方法について検討を行う。
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ソーシャルメディア等を活用した肝炎ウイルス感染者の
偏見差別の解消を目指した研究

偏見差別を防止するための事例集・

解説集を内容するホームページ
（HP)、ソーシャルメディア（SNS)

偏見・差別の地域差を考慮した

上での全国公開シンポジウム

ウイルス性肝炎に対する治療の進歩

を考慮した上での偏見差別や患者
QOLに関した患者調査

初年度 2年度 3年度

HPとSNSの作成
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倫理委員会への
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調査 分析、報告、

論文化

全国2か所 全国3か所 全国3か所
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倫理委員会への
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論文化
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①ホームページ

②公開シンポジウム

③患者アンケート調査



東京肝臓友の会の相談事例
調査

国立病院機構病院34施設
肝疾患患者約6,331名を対
象としたアンケート調査

米澤

八橋

八橋、四柳、米澤、中島、梁井、
及川、浅井、磯田、是永
トータルナレッジ

②（1年目）

病院職員、看護学生、医学部学生を対象と
した感染性に関するアンケート調査

1年目：問題と解説書作成
2年目：国立病院機構病院等での調査実施
3年目：拠点病院等と医学部学生を対象とした調査実施

問題作成、八橋、四柳、中島、
拠点病院担当、是永、医学部学生担当、磯田

偏見差別の実態解析と
報告書作成

偏見や差別事例集
および、解説書
(座談会形式)
の作成

八橋、四柳、米澤中島、梁井、及川
トータルナレッジ

肝炎ウイルス感染者の偏見や差別による被害防止への
効果的な手法の確立に関する研究の概要

肝炎患者のあり方、肝炎患者の偏見差別を
考える公開シンポジウムの開催

2年目：福岡、札幌、大阪、東京
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看護学生を対象とした肝炎授業のあり方を
考えた上での教材作り
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偏見差別の頻度の検討
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①偏見差別の実態解析
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C 型肝炎の患者さんと一緒に鍋料理を食べることになりました。
食事をすることで、あなたが感染する確率はどれくらいであるか、

1 つ選んでください。
1. 0% / 2. 2%前後 / 3. 20%前後 / 4. 80%以上 / 5. わからない
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C 型肝炎の患者さんの採血をした針を誤って、自分に刺してしまいました。
針刺しであなたが感染する確率はどれくらいであるか、

1 つ選んでください。
1. 0% / 2. 2%前後 / 3. 20%前後 / 4. 80%以上 / 5. わからない
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問5.C 型肝炎の患者さんを刺した蚊が、次にあなたを刺しました。
あなたが C 型肝炎に感染する確率はどれくらいであるか、

1 つ選んでください。
1. 0%/ 2. 2%前後 / 3. 20%前後 / 4. 80%以上 / 5. わからない

『肝炎ウイルス感染者の偏見や差別による被害防止への効果的な手法の確立に関する研究』班

②感染性の理解度調査
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④座談会集の作成



2018年6月3日 日曜日 13時から15時 福岡

2018年8月19日 日曜日 13時から15時 札幌

2018年10月7日 日曜日 13時から15時 大阪

2018年12月16日日曜日 13時から15時 東京

2019年5月19日 日曜日 13時から15時 那覇

2019年6月16日 日曜日 13時から15時 広島

2019年8月25日 日曜日 13時から15時 仙台

肝炎患者のおかれた状況について考える公開シンポジウム開催告知ポスター

『肝炎ウイルス感染者の偏見や差別による被害防止への効果的な手法の確立に関する研究』班

2020年2月16日 日曜日 14時から16時半 佐賀

③公開シンポジウム
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ウイルス性肝炎に対する治療の進歩を考慮した上での偏見差別や患者QOLに関した患者調査
(患者アンケート調査）

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

DAA治療（内服）

2012年調査
差別偏見の頻度

HCV男性：10.1％
HCV女性：17.2％

HBV男性：16.2％
HBV女性：28.2％

2014年9月
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成果物 IASR 2020年1月号
肝炎患者に対する差別偏見の実態調査とその対策

独立行政法人国立病院機構長崎医療センター 副院長 八橋 弘

はじめに

3年間の研究班活動を介して、「肝炎患者には差別

偏見の問題が現在においても存在し、これを解消す

る為には、肝炎という病気、その感染経路や感染リ

スクなどについて、多くの一般市民のみならず医療

従事者にも正しく知っていただく必要があり、また

肝炎患者が差別偏見の問題について気軽に相談がで

きる仕組みを作ることが必要ではないか」と研究班

としては考えている。本稿では、本研究班で実施し

た調査結果や研究班活動について紹介する。

最後に

新型コロナウイルス感染症の蔓延化に伴い、その患者だけでなく患者を受け入れる医療機関のスタッ

フやその家族に対する差別偏見の問題が発生している。感染症患者への差別偏見の問題は、過去のも

のでなく現在進行形、現代社会の問題として取り組み対処すべきと考える。研究班では、今後も研究

班活動を介して肝炎患者が安心してこの世の中で暮らせるような仕組みを作り上げたいと考えている。
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